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１．琉球大学の目指すところーVisionー
本学は、”Land Grant University”の理念のもと、「地域とともに豊かな未来社会をデザインする大学」を目指すと共に、本学の強みを発揮し、
新しい学術領域である熱帯・島嶼・海洋・医学研究の国際的な拠点として「アジア・太平洋地域の卓越した教育研究拠点大学」を目指します新しい学術領域である熱帯・島嶼・海洋・医学研究の国際的な拠点として「アジア・太平洋地域の卓越した教育研究拠点大学」を目指します。

２．長期ビジョンの実現に向けてーMissionー
本学は、草創期からの理念を生かし、沖縄や日本、世界に貢献できる教育研究拠点を形成します。

３．第３期中期目標・中期計画の方針ーActionー
本学は、地域活性化の中核的拠点となるべく社会変革にしなやかに対応できるイノベーティブな大学としての歩みを加速します。

４．地域社会・国際社会への貢献ーOutcomeー
【教育を通した貢献】

国際的に通用する教育の質および学位の質を確保しつつ、幅広い教養を基礎とし、高度な専門知識と課題探求能力を糧に世界で活
躍・貢献できる人材を育成します。
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‒ 琉球大学の基本的な目標 ‒
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ごあいさつ

～価値創造を担う琉球大学～
　少子高齢化が進む中で健康寿命が伸び、「人生100年時代」が到来すると言われています。また、AIやIoTなどの技術進歩に伴って、
私たちの経済社会構造は大きく変化していくことが予想されています。そのような中にあって、今、大学そのもののあり方やガバナン
ス改革の内実が問われています。
　琉球大学は、その設立の経緯と立地条件から、Land Grant Universityという理念を大学運営の基本としています。そのうえで、地
域特性を生かした教育研究を推し進め、その成果を活用して地域の経済・社会・文化・自然の持続的な発展に貢献する大学という使命
を持って、地域の皆さんとともに68年の歴史を歩んで参りました。輩出した卒業生・修了生の数は8万１千名を超え、それぞれの地域
を支える有為な人材として活躍しており、琉球大学が誇る財産になっています。
　国立大学の改革が叫ばれる中、琉球大学では4つの戦略を定め、強みと特色を明確にするための様々な取組を展開し、大学機能の
強化を進めています。
　戦略1は、国際的な島嶼型高等教育システムの構築に向けた教育改革の推進です。この改革によって、学生の国際流動性を高める
しくみを構築し、世界のさまざまな地域を舞台に豊かな社会づくりに参画できる価値創造型グローバル人材を育成しています。
　戦略2は、本学の強みとなる熱帯・亜熱帯、島嶼・海洋、琉球・沖縄文化、健康・長寿・国際感染症等の地域特性に根ざした特色ある分
野に関する研究の推進です。アジア・太平洋地域を視野に入れた地域課題の解決や新たな社会的価値の創造に向け、学術ならびに地
域にイノベーションをもたらすインパクトのある研究に精力的に取り組み、研究成果を社会に還元しています。
　戦略3は、島嶼地域における地域創生と地域イノベーションに向けて、地域の価値創造を担う人材および地域産業の振興を担う人
材の高度化のために、大学の教育研究資源と産官民がもつ多様な資源を活用して、産学官民共創による実践型人材育成システムの
構築を目指しています。
　戦略4は、島嶼県沖縄における地域医療の最後の砦として、沖縄県における高度急性期医療を担って地域完結型医療の中核として
の役割を果たしつつ、地域特性を生かした疾患ゲノム、国際感染症、創薬および再生・移植医療などの研究拠点づくり等、沖縄健康医
療拠点形成構想の中核となる取組を推進します。
　併せて、島嶼拠点大学ネットワークを強化充実するために、世界の島嶼に立地する大学との連携強化と信頼関係づくりに努めてい
ます。この島嶼拠点大学ネットワークや様々なネットワークを活用しつつ、4つの戦略を効果的に進め、国際的な魅力に溢れ、地域から
頼られ信任される大学づくりに邁進します。

豊かな未来社会の実現に向けて
第16代学長

大
おおしろ

城　肇
はじめ

略 歴　1977年　広島大学大学院経済学研究科修了

2008年　琉球大学副学長

2009年　琉球大学理事・副学長

2013年　琉球大学長

専 門 分 野　島嶼経済学、数理経済学

学 位　経済学修士

学 会　日本島嶼学会

そ の 他　沖縄県振興審議会委員

沖縄振興開発金融公庫運営協議会委員などを兼任
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役職員

学長・理事・副学長・副理事・監事

学長 大 城　 肇

理事・副学長
（総務・財務・施設担当）事務局長 福 治　 友 英

理事・副学長（研究・企画戦略担当） 西 田　 睦

理事・副学長
（教育・学生支援・法務担当） 渡名喜　庸安

理事・副学長（地域連携 ･地域医療
･キャンパス移転担当） 須加原　一博

理事・副学長（国際戦略・広報戦略・
ダイバーシティ推進担当） 花城　梨枝子

副学長・副理事
（自己点検・評価・ＩＲ担当） 牛 窪　 潔

副学長・副理事（産学官連携担当） 屋　 宏 典

監事 嘉 目　 克 彦

監事（非常勤） 小池　真由美

顧問

沖縄銀行相談役 安 里　 昌 利

ダイキン工業株式会社取締役会長 井 上　 礼 之

東京大学名誉教授 小 池　 勲 夫

日本立地センター理事長 鈴 木　 孝 男

京都高度技術研究所理事長 西 本　 清 一

理化学研究所理事長 松 本　 紘

科学技術振興機構特別顧問 吉 川　 弘 之

学長選考会議

株式会社琉球銀行 代表取締役会長 金 城　 棟 啓

沖縄県 副知事 謝花　喜一郎

沖縄県中小企業家同友会 相談役 新 城　 恵 子

当山法律事務所 所長 当 山　 尚 幸

筑波大学 特命教授 德 永 　 保

鈴鹿医療科学大学 学長 豊 田　 長 康

ハワイ大学 教授 ロバート・N・ヒューイ

バークレイズ証券株式会社 顧問 益 戸　 正 樹

人文社会学部 学部長 星 野　 英 一

国際地域創造学部 学部長 石 原　 昌 英

教育学部 学部長 高 良　 倉 成

理学部 学部長 伊 澤　 雅 子

経営協議会

学長 大 城　 肇

株式会社琉球銀行 代表取締役会長 金 城　 棟 啓

沖縄県 副知事 謝花　喜一郎

沖縄県中小企業家同友会 相談役 新 城　 恵 子

当山法律事務所 所長 当 山　 尚 幸

筑波大学 特命教授 德 永　 保

鈴鹿医療科学大学 学長 豊 田　 長 康

ハワイ大学 教授 ロバート・N・ヒューイ

バークレイズ証券株式会社 顧問 益 戸　 正 樹

理事・副学長
（総務・財務・施設担当）事務局長 福 治　 友 英

理事・副学長（研究・企画戦略担当）  西 田　 睦

理事・副学長
（教育・学生支援・法務担当） 渡名喜　庸安

理事・副学長（地域連携 ･地域医療
･キャンパス移転担当）  須加原　一博

理事・副学長（国際戦略・広報戦略・
ダイバーシティ推進担当）  花城　梨枝子

医学研究科 教授 村 山　 貞 之

教育研究評議会

学長 大 城　 肇

理事・副学長
（総務・財務・施設担当）事務局長 福 治　 友 英

運営推進組織

グローバル教育支援機構長 渡名喜　庸安

研究推進機構長 西 田　 睦

地域連携推進機構長 須加原　一博

ダイバーシティ推進本部長 花城　梨枝子

広報戦略本部長 花城　梨枝子

国際戦略本部長 大 城　 肇

企画経営戦略会議長 大 城　 肇

自己点検・評価会議委員長 牛 窪　 潔

大学評価ＩＲ
マネジメントセンター長 牛 窪　 潔

ハラスメント相談支援センター長 矢 野　 恵 美

学長補佐

学長補佐（研究担当） 新 垣　 雄 光

学長補佐（教育担当） 石 川　 隆 士

学長補佐（法務担当） 宮 尾　 徹

学長補佐（広報・基金担当） 小 西　 照 子

学長補佐
（上原地区キャンパス移転担当） 島 居　 剛 志

大学本部

総合企画戦略部長 新 田　 早 苗

経営戦略課長 平 良　 喜 彦

研究推進課長 大 塚　 克 威

地域連携推進課長 金 城　 徹

国際連携推進課長 鈴 木  直

総務部長代理 川 村　 篤

総務課長 湧 川　 均

人事課長 今 村　 文 昭

情報企画課長 吉 原　 安 久

財務部長（併任） 島 居　 剛 志

理事・副学長（研究・企画戦略担当）  西 田　 睦

理事・副学長（教育・学生支援・法
務担当） 渡名喜　庸安

理事・副学長（地域連携 ･地域医療
･キャンパス移転担当） 須加原　一博

理事・副学長（国際戦略・広報戦略・
ダイバーシティ推進担当） 花城　梨枝子

人文社会学部長 星 野　 英 一

人文社会学部教授 安 藤　 由 美

国際地域創造学部長 石 原　 昌 英

観光科学研究科長 松 本　 晶 子

教育学部長 高 良　 倉 成

教育学部教授 萩 野　 敦 子

理学部長 伊 澤　 雅 子

理学部教授 稲 岡　 毅

医学部長 石 田　 肇

医学研究科教授 高 山　 千 利

工学部長 有 住　 康 則

工学部教授 和 田　 知 久

農学部長 井 上　 章 二

農学部教授 中 村　 真 也

保健学研究科長 福 島　 卓 也

法務研究科長 清 水　 一 成

附属図書館長 川 本　 康 博

医学部附属病院長 藤 田　 次 郎

グローバル教育支援機構副機構長 狩 俣　 繁 久

熱帯生物圏研究センター長 松 﨑　 吾 朗

医学部 学部長 石 田 　 肇

工学部 学部長 有 住　 康 則

農学部 学部長 井 上　 章 二

法務研究科 研究科長 清 水　 一 成

理事・副学長（研究・企画戦略担当） 西 田 　 睦

理事・副学長
（教育・学生支援・法務担当） 渡名喜　庸安
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関係組織役職員

基金室

基金室長（併任） 金 城　 光 彦

監査室

監査室長 砂 川　 善 則

共同利用・共同研究拠点

熱帯生物圏研究センター長 松 﨑　 吾 朗

教職センター

教職センター長 福 田　 英 昭

附属病院

医学部附属病院長 藤 田　 次 郎

大学附属研究施設

熱帯生物圏研究センター長 松 﨑　 吾 朗

島嶼地域科学研究所長 藤 田　 陽 子

島嶼防災研究センター長 藍壇　オメル

学内共同教育研究施設

研究基盤センター長 平 井　 到 

総合情報処理センター長 千 住　 智 信

博物館（風樹館）長 田 場　 聡

附属学校

教育学部附属小学校長 辻　 雄 二

教育学部附属中学校長 里 井　 洋 一

琉球大学後援財団

理事長 金 城　 棟 啓

理事 小 禄　 邦 男

理事 嘉手苅　義男

理事 上 地　 英 由

理事 比 嘉　 正 輝

理事 島 袋　 清 人

理事 安 里　 哲 好

理事 玉 城　 義 昭

理事 呉 屋　 守 章

理事 大 城　 肇

理事 花城　梨枝子

理事 大 濵　 善 秀

監事 中 山　 恭 子

監事 新 田　 恭 子

琉球大学同窓会

会長 幸 喜　 徳 子

副会長 石 川　 正 一

副会長 新 城　 勇

副会長 長浜 まさ子

副会長 石 川　 清 勇

副会長 増 田　 昌 人

事務局長 山 里　 将 順

附属図書館

附属図書館長 川 本　 康 博

医学部分館長 平 井　 到

事務部長 熊 渕　 智 行

情報管理課長 渡名喜　一夫

情報サービス課長 佐 藤　 秀

学部・大学院

人文社会学部長・人文社会科学研究
科長 星 野　 英 一

国際地域創造学部長 石 原　 昌 英

観光科学研究科長 松 本　 晶 子

法務研究科長 清 水　 一 成

人文社会学部事務長 島 袋　 健

国際地域創造学部事務長 金 城　 邦 夫

教育学部長・教育学研究科長 高 良　 倉 成

教育学部事務長 許 田　 正 勝

理学部長 伊 澤　 雅 子

理学部事務長 兼 久　 和 也

医学部長・医学研究科長 石 田　 肇

保健学研究科長 福 島　 卓 也

医学部事務部長 熊 谷　 圭 司

医学部事務部次長
医学部経営企画課長（併任） 鉢 嶺　 元 安

医学部総務課長 金城　不二子

医学部経営管理課長 照 屋　 智

医学部医療支援課長 髙 橋　 圭 郎

医学部学務課長 玉 山　 浩

学部附属教育研究施設

医学部附属実験実習機器センター長 筒 井　 正 人

医学部附属動物実験施設長 高 山　 千 利

工学部附属工作工場長 真 壁　 朝 敏

農学部附属亜熱帯フィールド科学教
育研究センター長 内 藤　 重 之

財務企画課長 桐 島　 孝

経理課長 仲 宗 根　 勉 

学生部長 尾 原　 敏 則

教育支援課長 宗 本　 涼 子

学生支援課長 中 山　 孝 一

入試課長 神谷　眞智子

国際教育課長 上原　比呂美

施設運営部長 西 村　 幸 一

施設企画課長 栗 本　 和 良

計画整備課長 田 鍋　 和 仁

環境整備課長 今 村　 利 光

上原地区キャンパス移転推進室長 中 村　 拓 郎

企画調整役（秘書・広報・基金担当） 金 城　 光 彦

工学部長・理工学研究科長 有 住　 康 則

工学部事務長 多和田　真利

農学部長・農学研究科長 井 上 章 二

農学部事務長 城 間　 弘 充
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昭和２５年5月２２日開学

昭和４１年７月１日

沖縄の本土復帰　昭和４７年5月１5日

琉球大学の開学
　第２次世界大戦によって灰燼に帰した沖縄では、沖縄の復興を教育の振興に託す人々、向学の志に燃える高
等学校の生徒、さらにはハワイの沖縄県人会、東京の沖縄人連盟等から大学設立の請願運動が展開され、全琉
的な世論となり、遂に当時の米軍政府が1948年12月に、首里城跡に大学を設立することを決定した。
　大戦後の混乱した沖縄での開学準備は極めて困難であったが、1950年4月に学生募集要項を発表、同年5
月に入学試験を実施して、5月22日に首里キャンパス本館で入学式を挙行した。

学部等組織の沿革

応用学芸学部農学部理学部教育学部

教育学部

教育学部

社会科学部

農家政工学部

理工学部 保健学部 農学部

英語学部

文理学部

法文学部

大島分校
S.２７．５．５

教育学部短期課程

教養学部
S.39.10.1

短期大学部廃止
H8.9.30

法務研究科
H.16.４．１

法務研究科理工学研究科

理学部

農学研究科

農学部

教育学研究科

教育学部

保健学研究科

医学部

観光科学研究科
H.21.4.1

国際地域創造学部
H.30.4.1

観光産業科学部
H.2０.4.1

医学研究科

工学部

人文社会科学研究科

法文学部

教養学部廃止
H.9.3.31

教養部

教養部 短期大学部

短期大学部

閉鎖
S.２8.12.25

奄美大島の本土復帰に伴う

語学部
S.２７．4.1

商学部
S.２７．4.1

林学部
S.２6.9.1

家政学部
S.２７．4.1

農家政学部
S.２9.4.1

農家政工学部
S.33.10.1

法文学部
S.42.4.1

教育学部
S.42.4.1

理学部
S.54.4.1

工学部
S.54.4.1

理学研究科
S.55.4.1

法学研究科
S.62.4.1 工学研究科

（修士課程）

S.6０.4.1

工学研究科（博士前期・後期課程）
H.9.4.1

理工学研究科
（博士前期・後期課程）

H10.4.1

医学研究科
（修士課程）

H16.4.1

保健学研究科
（博士前期・後期課程）

H19.4.1

医学研究科
（博士課程）

S.6２.4.1
保健学研究科
S.6１.4.1

教育学研究科
（修士課程）

H.2.4.1

人文社会科学研究科
H.7.4.1

人文社会科学研究科
（博士前期・後期課程）

H.18.4.1

医学部
S.56.4.1

医学部
S.54.10.1

農学研究科
S.52.5.2

特殊教育特別専攻科
S.53.4.1

理工学部
S.42.4.1

保健学部
S.43.5.17

農学部
S.４２.4.1

教育学部
S.２9.4.1

文理学部
S.２9.4.1

特別支援教育
特別専攻科

H.2０.4.1

H.4.4.1構成大学として参加鹿児島大学大学院連合農学研究科

人文社会学部
H.30.4.1

平成30年度 琉球大学概要6



組織図

運営
推進
組織

グローバル教育支援機構 （学生部）
研究推進機構 （総合企画戦略部）
地域連携推進機構 （総合企画戦略部）
亜熱帯島嶼科学超域研究推進機構 （総合企画戦略部）
ダイバーシティ推進本部 （総務部）
広報戦略本部 （総務部）
国際戦略本部 （総合企画戦略部）
企画経営戦略会議 （総合企画戦略部）
自己点検・評価会議 （総合企画戦略部）
大学評価 IR マネジメントセンター （総合企画戦略部）
ハラスメント相談支援センター （総務部）

大学
本部

総合企画戦略部 経営戦略課
研究推進課
地域連携推進課
国際連携推進課

総務部 総務課
事務支援センター室

人事課
情報企画課

財務部 財務企画課
経理課

外部資金管理室

学生部 教育支援課
学生支援課
入試課
国際教育課

施設運営部 施設企画課
環境・施設マネジメント室

計画整備課
環境整備課
移転整備室

上原地区キャンパス移転推進室

学部

人文社会学部 国際法政学科
（事務部） 人間社会学科

琉球アジア文化学科

国際地域創造学部 国際地域創造学科
（事務部）

教育学部 学校教育教員養成課程
（事務部） 附属小学校

附属中学校

理学部 数理科学科
（事務部） 物質地球科学科

海洋自然科学科

医学部 医学科
（事務部） 保健学科

総務課 附属病院 診療科
経営企画課 実験実習機器センター 中央診療施設等
経営管理課 動物実験施設 薬剤部
医療支援課 看護部
学務課

工学部 工学科
（事務部） 工作工場

農学部 亜熱帯地域農学科
（事務部） 亜熱帯農林環境科学科

地域農業工学科
亜熱帯生物資源科学科
亜熱帯フィールド科学教育研究センター

大学院

人文社会科学研究科 総合社会システム専攻 （博士前期）
人間科学専攻 （博士前期）
国際言語文化専攻 （博士前期）
比較地域文化専攻 （博士後期）

観光科学研究科 観光科学専攻 （修士）

教育学研究科 学校教育専攻 （修士）
特別支援教育専攻 （修士）
教科教育専攻 （修士）
高度教職実践専攻 （専門職学位）

医学研究科 医科学専攻 （修士）
医学専攻 （博士）

保健学研究科 保健学専攻 （博士前期・後期）

理工学研究科 機械工学システム専攻 （博士前期）
環境建設工学専攻 （博士前期）
電気電子工学専攻 （博士前期）
情報工学専攻 （博士前期）
数理科学専攻 （博士前期）
物質地球科学専攻 （博士前期）
海洋自然科学専攻 （博士前期）
生産エネルギー工学専攻 （博士後期）
総合知能工学専攻 （博士後期）
海洋環境学専攻 （博士後期）

農学研究科 亜熱帯農学専攻 （修士）

法務研究科 法務専攻 （専門職学位）

専攻科 特別支援教育特別専攻科

大学附属
研究施設

熱帯生物圏研究センター （総合企画戦略部）
島嶼地域科学研究所 （総合企画戦略部）
島嶼防災研究センター （総合企画戦略部）

基金室

学長選考会議

経営協議会 教育研究評議会

顧問 学長 役員会 監事

監査室 

附属
図書館

（事務部）
情報管理課
情報サービス課

学内
共同教育
研究施設

研究基盤センター （総合企画戦略部）
総合情報処理センター （総務部）
博物館（風樹館） （農学部事務部）

教職
センター （教育学部事務部）

※特別支援教育特別専攻科は平成31年度より改組を予定しています。

平成30年度 琉球大学概要 7



概　要

人文社会学部 ３学科
国際地域創造学部 １学科
教育学部 １課程
理学部 ３学科
医学部 ２学科
工学部 １学科
農学部 ４学科

学部学生 1,535
大学院生（修士） 229
大学院生（博士） 45

大学院生（専門職学位） 20

学長 1
理事・監事 7
教授 305
准教授 256
講師 68
助教 226

学部学生 7,230
大学院生（修士・博士前期課程） 545
大学院生（博士・博士後期課程） 310
専門職学位課程 75
専攻科生 4

数字でみる琉球大学

学　　部 （平成３０年度）

大学院 （平成３０年度）

図書館 （平成2９年度）

学生数 （平成30年5月1日現在）

学位取得者数 （平成29年度）

役員・教職員数 （平成30年5月1日現在）

就職率 （平成２９年度）

人文社会科学研究科
観光科学研究科
教育学研究科
医学研究科
保健学研究科
理工学研究科
農学研究科
法務研究科
鹿児島大学大学院連合農学研究科
外国人留学生特別プログラム

7学部

9研究科

985,777冊
21,241種
538,605人

8,164人

1,829人

14学科1課程
学部 96.１%
修士・博士前期課程 98.8%
博士・博士後期課程 100%

合計

2,29６人

5プログラム

※うち論文審査による学位授与者5人（博士）

参考：教職大…13人、法務…7人

※就職率は就職希望者に対する就職者の割合

和漢書 683,866
洋書 301,911
和雑誌（種） 13,848
洋雑誌（種） 7,393

入館者数

教諭 52
事務・技術系 1,381

研　究 （平成2９年度）

■特許実績

出願件数11件 保有件数（累計）72件

288件
6億3,414万円

採択件数

受入額

■科学研究費助成事業採択状況

平成30年度 琉球大学概要8



■平成30年度収入予算

12,471,548
34％

3,881,743
11％

17,300,000
47％

学生納付金
収入

附属病院収入 運営費交付金 129,330　0％

施設整備費
補助金等

14,822　0％
引当金取崩

522,003　1％
補助金等収入

410,638　1％
寄付金収入

231,092　1％
雑収入

1,466,255　4％
産学連携等研究収入

260,230　1％
目的積立金収入

36,687,661千円
収入予算額

■平成30年度支出予算

20,595,799
56％

人件費

 9,643,404
26％

診療経費

129,330　0％
施設費等

522,003　2％
補助金等支出

14,822　0％
引当金支出

1,466,255　4％
産学連携等研究経費

410,638　1％
寄付金

827,827　2％
研究経費

914,112　3％
教育経費

357,308　1％
教育研究支援経費

260,230　1％
目的積立金支出

1,545,933　4％
一般管理費

36,687,661千円
支出予算額

千原地区
上原地区
奥地区
瀬底地区
西表地区

与那地区

石嶺地区
志真志地区
前田地区

1,123,616
139,169
107,382
25,759
3,953

8,867

20,787
20,308
6,674

地域振興・活性化、地域医療、
地域特有の課題解決、
出前講座、公開講座など

敷地面積 （平成2９年度）

地域・社会貢献 （平成2９年度）

国際交流 （平成29年度）

予算規模

■交流協定大学・機関数

■留学生数

■交流協定大学との学生交流

■研究者の交流

大学間交流54校
部局間交流42校

学部生 5３
大学院生 １３５
科目等履修生 ２３

研究生 １０
特別聴講学生 ７１
特別研究学生 ４

・内科（結核含む）
・外科
・脳神経外科
・整形外科
・形成外科
・産科婦人科
・小児科
・皮膚科
・腎泌尿器外科

・耳鼻咽喉科
・眼科
・精神科神経科
・放射線科
・麻酔科
・歯科口腔外科
・病理診断科
・救急科
・リハビリテーション科

交換学生：受入７７人

６９９人

交換学生：派遣５３人

２２０人

大学又は学部等の組織単位もしくは大学・学部等の承認の
下に、グループ等を結成して能動的に実施した地域・社会貢
献活動の実績です。

延べ731件

合計1,456,515㎡
（借地5,173,602㎡）

病床数 600床
・外来患者延数

 287,711人
・1日平均外来患者数

 1,179.1人
・入院患者延数

 188,624人
・1日平均入院患者数

 516.8人

（借地1,989,792㎡）

（借地3,183,810㎡）

医学部附属病院 （平成29年度）

診療科目 病床数・患者数

合計96校

合計２９６人

本学研究者の
海外派遣

外国人研究者の
受入れ

平成30年度 琉球大学概要 9



学　部

■ 大学における人文社会分野の学びの土台となる高校での学習内容に関する基礎的な力を有する人（知識・技能）
■ 答えが一つに定まらない問題に自ら解を見出していく基礎的な力を有する人（思考力・判断力・表現力）
■ 主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度・スキルを有する人（主体性・協働性）
■ 人文社会学部が提供する学問分野に対する強い関心と学びの意欲を有する人（目的意識）

アドミッションポリシー（求める学生像）

カリキュラム：「知」の共通基盤と８つの教育研究プログラム

人文社会学部の育成する人材像

　人文社会学部は、国際法政学科、人間社会学科、琉球アジア文化学科の３つの学科からなり、人文科学・社会科学の専門的、学際
的な分野において真理を探求し、それを基に、個人の尊厳と基本的人権を尊重する平和・共生社会の形成者、社会全体の持続的
発展に寄与する人材の育成を目指しています。
　法学、政治・国際関係学、哲学・教育学、心理学、社会学、琉球とアジアを中心とする歴史民俗学、文学、言語学の８つのプログラ
ムを提供しながら、学問の枠組みを超えるような総合的・学際的な教育体制を整えています。
　特徴ある研究分野として、琉球史や琉球諸語研究があげられ、世界的な研究の中心となっています。

共通教育科目
文系・理系の知にバランスよく触
れ、外国語も身につけます

平和共生・沖縄理解
共通教育科目、専門教育科目と関連
付けながら平和共生・沖縄理解につ
いて基盤となる知を習得します

３つの基礎演習
大学で学ぶために必要な技能を習得
する基礎的な演習から、特定課題を
中心とした演習に展開・発展します

「知」の共通基盤
8つの教育研究プログラム

　学科共通科目・プログラム専門科目を順次履修し、それ
までに培った知を基に、専門演習などにおけるアクティブ・
ラーニングによって専門的な学びを深め、卒業研究を完成
させます。

国際法政学科

人間社会学科

琉球アジア文化学科

履
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
決
定

卒
業（
就
職・進
学
）

法学プログラム

政治・国際関係学プログラム

心理学プログラム

哲学・教育学プログラム

社会学プログラム

言語学プログラム

歴史・民俗学プログラム

文学プログラム

　人文社会系の専門的知と学際的知を基盤に、多様な社会や文化と共生しつつ、沖縄を始めとする地域社会の持続的発展に貢献
できる人材を養成します。

新学部紹介
人文社会学部 学部長　星野　英一

多様な社会や文化と共生しつつ、沖縄を始めとする地域社会の持続的発展に貢献できる人材を養成する

国際法政学科 人間社会学科 琉球アジア文化学科
　法学・政治学・国際関係学の分野で専門的
かつ豊かな学際性を有する研究を行い、それ
を基に、持続可能な発展と平和・共生社会を
可能にするための構想力・実践力を備えた人
を育てる。

　人間と社会に関する専門的かつ豊かな学際
性を有する研究を行い、それを基に、社会的
弱者に配慮し、心豊かで、安心・安全に暮ら
せる社会を実現するための実践力を備えた人
を育てる。

　琉球とアジアを中心とする歴史・文化に関
する専門的かつ豊かな学際性を有する研究を
行い、それを基に、文化の理解にとどまらず、
それを発信し、継承発展させる実践力を備え
た人を育てる。

平成30年度 琉球大学概要10



■ 地域の文化・社会について多様な学問的見地から興味を持ち、主体性をもって課題に取り組み、そしてより良い課題解決のた
めに様々な立場の人々と意見を交換しつつ実行することができる人

■ 現代の地域・国際社会をめぐる多様な課題に対して関心を持ち、自らの感性と経験をとおして他者や社会へと関わり、得られた
知見を社会全般に還元する態度を備えている人

■ ２１世紀型市民として必要な学際的教養を身につける意欲を持ち、他者や異文化の持つ多様な価値観に対して柔軟な態度を身
につけている人

アドミッションポリシー（求める学生像）

知的想像力と実践力を高めるカリキュラム

国際地域創造学部の育成する人材像

　2018年度（平成30年度）から、法文学部の４専攻課程、観光産業科学部の２学科の組織を再編してスタートした国際地域創造
学部は，複合分野（観光、経営、経済、文学・言語、地理・歴史・人類学）の学際的学び及び各専門分野における体系的な学びを通して、
「専門基盤力と地域国際基盤力」を身につけ、複雑化・多様化する国際課題及び地域課題に挑戦し、解決する高い専門能力を有す
る人材を養成する教育・研究を行うことを目的としています。
　観光地域デザイン、経営、経済学、国際言語文化及び地域文化科学の５つのプログラムからなり、地域性と国際性を合わせた複眼的
思考によって、「地域振興」、「産業振興」、「文化振興」に貢献できる人材の育成をめざす「未来志向型の教育」を展開していきます。

専門教育
専門分野を
融合した

共通基盤教育

昼間主［1年次から2年次前期まで］

夜間主［1年次まで］

※夜間主コースの専門プログラムは、「経営プログラム」、「経営学プログラム」と「国際言語文化プログラム」の３つとなります。

学
部一括
入
学

専
門
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
配
属

学
際
性・専
門
性
を

合
わ
せ
持
つ
人
材

観光地域デザインプログラム（昼）

経営プログラム（昼・夜）

国際言語文化プログラム（昼・夜）

経済学プログラム（昼・夜）

地域文化科学プログラム（昼）

　グローバルとローカルを併せ持つ視野によって、地域社会における現代的課題の解決や国内外の産業・文化の振興に寄与でき
る人材を育成します。

国際地域創造学部 学部長　石原　昌英

「専門基盤力と地域国際基盤力」を身につけ、複雑化・多様化する国際及び地域課題に挑戦し、解決する高い専
門能力を有する人材を養成する

産業振興 地域振興 文化振興
・リーディング産業（観光、情報通信、金融
など）を担う実践力のある人材
・幅広い知識とマネジメント能力を有し、新
たな産業を創出できる人材

・幅広い知識を持ち、地域の課題解決に貢献
できる人材
・地域の多様な人的ネットワークと連携でき
る人材

・文化や価値観の多様性を理解し、グローバ
ルな視点から文化の保全、継承、創造、発
展に貢献できる人材

昼間主［1年次から2年次前期まで］ 昼間主［2年次後期］ 昼間主・夜間主［3年次］
夜間主［1年次まで］ 夜間主［2年次］ 昼間主・夜間主［4年次］
　各プログラムに共通する基礎科目を通して、国際
社会および地域社会の課題について幅広く学び、視
野を広げます。語学力や学問の方法など、将来進み
たい専門分野を選択する際に必要となる基礎的知識
や技術を高める時期です。

　それまでに培ってきた知識や技術、興味や関心にもとづいて、専門
分野を決定します。自らが選択した分野における専門科目の履修を通
して、解決すべき課題を発見し、それに対する理解を深め、自らの答
えを模索しながら、思考力と実践力をさらに磨きます。

　強固な基礎力にもとづいた専門
性や技術と、異分野を俯瞰できる
柔軟で幅広い知識によって、最終
的には地域や国際社会が直面する
課題の解決に挑戦します。
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学　部

　教育学部は、学校教育教員養成課程で小学校と中学校、及び特別支
援学校の教員を養成することを目的としています。この課程の修了者は
小学校一種、もしくは中学校一種の教員免許状、さらには特別支援学校
一種の教育免許状を取得します。
　カリキュラムは主に、小中学校の教員（特別支援教育を含む）や教育関
係の専門家になるための確かな理論と方法、そして実践力を得ることを
重視し、そのために特に附属小中学校や市町村の公立学校、その他関係
機関と密接に連携することに力を入れています。さまざまな関係教育機
関などに参加体験することで、地域で活躍できる人材を養成できると考
えています。

　理学部は、真理探究を唯一の目的とするのではなく、基礎科学の英知
を持って地域社会と国際社会に貢献することも重要なミッションだと考
えています。沖縄の持つ特異な歴史的背景と、亜熱帯島嶼の自然探究を
通して、本学部はサンゴ礁科学のような他に比類なき個性を国内外に発
揮してきました。現在、数学、物理、地学、化学、生物の5分野の教育研究
を、数理科学科、物質地球科学科、海洋自然科学科の3学科で行ってい
ます。時代の要請に従って自らの形と役割を変化させてきた理学部には
定型はありません。
　理学部は、基礎科学の英知を駆使して「無理」を「夢理」に変えることが
できる未来創造型人材の育成を目指しています。

　医学部は、医学と保健学に関する専門の知識と技術を修得し、高い倫
理性を身に付け、医学・医療の進歩や社会的課題に柔軟に対応できる医
師、研究者、保健・医療技術者を育成することを目的としています。島嶼
地域医療の充実をはじめ、地域住民の医療、福祉、保健の向上に貢献す
るとともに、国際性豊かな医学部として東南アジアを主とする諸外国と
の学術交流及び保健・医療協力に寄与しています。このため、教育にお
いては国際医療や離島医療を含む地域医療の場でリーダーシップを発
揮できる医療人の養成を目的とした特色ある教育を実施しています。
　これらを通じて、国際性豊かな医学部としてアジア・太平洋地域の
国々での国際医療協力を積極的に推進しています。

教育学部

理学部

医学部

学部長　高良　倉成

学部長　伊澤　雅子

学部長　石田　肇

地域に目を向け、教育現場に根ざした理論と実践を兼ね備えた専門家を養成する

基礎科学の英知で「無理」を「夢理」に変える未来創造の学舎

医学・医療の進歩に柔軟に対応しつつ、さらに高いレベルを目指す国際的人材を養成する

深い学識と豊かな人間性をベース
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　工学部は、1学科体制となり、7コース（機械工学コース、エネルギー環境
工学コース、電気システム工学コース、電子情報通信コース、社会基盤デザ
インコース、建築学コース、知能情報コース）を提供し、幅広い教養と技術者
倫理及び高度な専門知識を有し、社会及び地域環境保全や平和に貢献し得
る、豊かな創造力と実践力を備えた人材の育成を目的としています。
　科学技術の高度化、先端化に判い、技術者及び研究者には高い知性と鋭
い洞察力が要求されています。社会基盤デザインコースの教育プログラム
は、JABEE（日本技術者教育認定機構）の認定を受けています。また産業界
との連携も強く、インターンシップ制度や、自主的に考え問題解決ができる
ような自立的人材の育成に力を入れています。

　農学部は、我が国で唯一亜熱帯地域に立地している農学部であり、亜熱帯
地域農学科、亜熱帯農林環境科学科、地域農業工学科および亜熱帯生物資
源科学科の4つの学科に14の教育コースが設置されています。
　亜熱帯地域の特性を活かした研究がなされ、地域資源の合理的な利用・
循環や農業を取り巻く生物の諸特性解明、人と自然環境との調和や田園空
間の創造、さらに機能性食品等に利用可能な成分の開発などに関する教育
と研究を行っています。
　農学は自然科学と社会科学の基礎から応用までを包含する総合科学で
す。その特性を考慮し、授業科目は講義、演習、実験、実習、セミナーをバラ
ンス良く組み合わせてカリキュラムを編成しています。

　この専攻科は、知的障害児教育の充実を図るために、昭和53年（1978年）に設置されました。大学卒業者で、小
学校・中学校・高等学校教論又は幼稚園教諭免許状を有する者を対象とし、専門教育を一年間履修することによ
り、特別支援学校教諭一種免許状を取得する事ができます。特別支援教育に関する理論と指導法に関する授業科
目を基礎としながら、教育学的、心理学的あるいは生理学的なアプローチ等、幅広く学ぶ事ができるカリキュラム
を用意しています。また特別支援学校における教育実習の他に、特別支援教育に関する卒業論文も必修科目とす
る事で、実践的な指導法と基礎的な理論の双方を身につけることを目指しています。

工学部

農学部

特別支援教育特別専攻科

学部長　有住　康則

学部長　井上　章二

特別専攻科

技術者倫理と高度な専門知識を有し、豊かな創造力と実践力を備えた人材を育成する

亜熱帯地域の条件を活かした、バイオサイエンスのフロンティアをめざして

専門教育を一年間履修し、特別支援学校教諭一種免許状を取得

※特別支援教育特別専攻科は平成31年度より改組を予定しています。
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大学院 地域の特性を活かし、より高度な

　人文社会科学研究科では、社会人大学院生も受け入れ、そのニーズに対応するために夜間及び土曜日にも授業を行っています。学
生の能力や研究課題に応じて専攻や研究科を超えた広範囲な科目履修が可能です。
　博士前期課程では、高度な人文社会科学を体系的に展開する教育体制を整え、変動する現代社会の問題や課題に柔軟に対応でき
る、高度な分析能力と実践的判断力を持つ専門職業人を育成することを目的としています。
　博士後期課程では、琉球・沖縄研究、日本研究を中心としつつも他の地域をも含む世界の諸地域を対象とし、「比較」の観点を備えた
人文社会科学の分野で主導的役割を担うことのできる研究者を養成します。

　観光科学研究科の特色は、学際的かつ専門的な知識を身につける事ができる教育プログラムにあります。この教育プログラムで
は、サステナビリティ（持続可能性）を観光学の基礎に位置づけ、ツーリズム・ビジネス、ツーリズム・デベロップメント、ツーリズム・リ
ソースマネジメントの3領域に関する基礎的知識を習得し、さらに1領域に関して深く研究することとしています。また、日本を代表す
る観光地である、沖縄の地域特性に関する授業を開設しています。本研究科は観光立国の実現に向けて、海外、日本、そして沖縄県に
おいて観光振興の牽引役と成る高度な専門職業人の育成を目的としています。

　教育学研究科には、修士課程と専門職学位課程があります。修士課程には、学校教育専攻、特別支援教育専攻、教科教育専攻があ
り、より高度な教育の理論的基盤と実践力を培い、多様な教育の場で専門的力量とリーダーシップを発揮できる教育人材の養成を
目的としています。昼夜開講制による授業実施と長期履修制度を制度化し、現職教員や社会人の学習・研究の機会拡大をはかってい
ます。
　専門職学位課程には、一般に「教職大学院」と呼ばれる高度教職実践専攻があり、学校マネジメント、教科指導、生徒指導、学級経営
などについてより高度な実践的指導力の修得を目指した教育課題を提供しています。

　人文社会科学科比較地域文化専攻では、2015年度から主として中東欧諸国、南米諸国からの国費留学生を対象に特別プログラム
を提供しています。学年暦の開始を4月、修了を3月に設定し、授業は日本語で行っています。本プログラムでは、琉球・沖縄研究、日本
研究で修士号を取得した留学生を対象に、博士後期課程の教育を行っています。博士号を取得後は、母国の大学等の研究機関におい
て人文科学・社会科学の分野で主導的役割を担い、沖縄研究、日本研究を遂行する人材を養成する事を目的としています。

人文社会科学研究科（博士前期課程）（博士後期課程）

観光科学研究科（修士課程）

教育学研究科（修士課程）（専門職学位課程）

外国人留学生特別プログラム（博士後期課程）

研究科長　星野　英一

研究科長　松本　晶子

研究科長　高良　倉成

高度な分析能力と実践的判断力を持つ専門職業人を育成

さまざまな分野が関連する観光学を学際的な視野で考える力を養う

多様な教育の場で、専門的力量とリーダーシップを発揮できる教育人材を養成

海外で沖縄研究、日本研究を主導する人材を養成
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プログラムで社会に貢献する

　保健学研究科は、人間健康開発学と国際島嶼保健学の2つの研究領域から構成され、心身ともに豊かな健康・長寿に役立つ研究能
力を有する研究者および指導者を養成することを目的としています。
　沖縄の社会文化的環境や亜熱帯性自然環境を基盤とした健康・長寿の維持増進および再生に役立つ研究、健康資源の解明に関す
る研究、アジア・太平洋地域の島嶼地域保健の課題とその対策に関する研究などユニークなテーマに取り組んでいます。
　近年では、東南アジア諸国より多数の外国人留学生を迎え、また外国人教官を招聘し、国際性豊かな人材を育成するための教育を
展開しています。修了生の多くは国際保健分野で活躍しています。

　理工学研究科には、工学系分野と理学系分野の博士課程があり、前期課程は、工学系が4専攻（機械システム工学、環境建設工学、
電気電子工学、情報工学）、理学系が3専攻（数理科学、物質地球科学、海洋自然科学）、後期課程は、生産エネルギー工学、総合知能工
学、海洋環境学の3専攻で構成されています。日本最南端に位置する理工系大学院として、独自のスタンスで沖縄の地域特性を活か
したユニークな教育研究を展開しており、伝統的な理学および工学の学問分野に加えて、「亜熱帯」、「島嶼」、「海洋」の三つのキーワー
ドに関わる新しい学際複合領域の大学院教育にも取り組んでいます。理学および工学に加えて「学術」の学位も提供しています。

　医学研究科は、医学分野全般において特色ある研究を通して近年の医学・医療のダイナミックな変化に対応できる自己改新力と生
涯持続力を持った優れた人材を育成することを目的としています。
　本研究科では社会人大学院生や、医学部以外の人材も幅広く募集し、大学卒業歴を問わず資格審査で学生を受け入れており、社会
人学生にも受講しやすいよう、夜間講義を実施しているほか、講義日以外にも、DVD等による講義の聴講も可能にしています。生活環
境に合わせて履修できる長期履修制度や、修士課程から博士課程まで最短4年で修了可能な早期修了制度も準備しています。

　保健学研究科では2015年度より、東南アジア・太平洋諸国を中心とした留学生を対象に、特別プログラムを提供しています。学年
暦の開始を10月、修了を9月に設定し、授業は英語で行っています。本プログラムでは東南アジア・太平洋諸国の公衆衛生や、保健医
療に関する問題とその解決策の提言について研究を行い、自国の公衆衛生の改善に寄与できる人材の育成を目的としています。
　これまでフィリピン、ラオス、インドネシアから留学生を迎え、国際性豊かな研究が展開されています。またコースでは、日本人学生
も留学生とともに学び、グローバルに活躍する人材の育成のための環境を作っています。国際保健に関する研究を実施し、グローバ
ルヘルス関連講義からの知識の習得だけでなく、共同研究実施を通じて、学生同士の相互学習が積極的に行われています。

　理工学研究科では、英語で学位を取得できる特別プログラムを提供しており、主にアジア・太平洋島嶼国・中東・アフリカ各国などから多くの留学
生が参加しています。学年暦の開始を10月と4月、修了を9月と3月に設定し、募集、選抜、授業、実習・論文作成指導のすべてを英語で行っています。
「アジア太平洋工学デザインプログラム」では、熱帯・亜熱帯・島嶼諸国が抱える今日的な問題を解決することができるグローバル工学人材の育成
を目的とし、「亜熱帯海洋科学国際プログラム」では、亜熱帯海洋科学の若手研究者の育成、国際学術研究の発展、地球環境問題の解決に寄与する
事を目的としています。また「サンゴ礁生物科学人材養成プログラム」には日本人学生も参加し、国際人的ネットワークの構築を目的としています。

保健学研究科（博士前期課程）（博士後期課程）

理工学研究科（博士前期課程）（博士後期課程）

医学研究科（修士課程）（博士課程）

外国人留学生特別プログラム（博士前期課程）（博士後期課程）

外国人留学生特別プログラム（博士前期／後期課程）（博士前後期一貫課程）

研究科長　福島　卓也

研究科長　有住　康則

研究科長　石田　肇

心身の健康・長寿を探求する国際的な研究者、指導者を養成

伝統的な理学および工学の学問分野に加え、新しい学際複合領域の大学院教育

多様なニーズに対応し、変化に対応できる力を備えた人材を育成

東南アジア・太平洋諸国の公衆衛生・保健医療に寄与できる人材の育成

アジア・太平洋島嶼国等からの留学生を対象にした研究者の育成プログラム
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大学院

　農学研究科は、グローバルに変容する社会に対応でき、かつ広く社会に貢献する人材を育成します。環境に調和した生物資源の安
定的生産や持続的利用に独創的に取り組むとともに、亜熱帯農学の幅広い分野を網羅した体系的な教育プログラムを編成し、農学に
関する総合的な知識と沖縄県を含む亜熱帯地域の農業に関する課題に対応できる人材を育成しています。
　カリキュラムは基本教育科目、専門科目と展開応用科目から構成されています。熱帯・亜熱帯の農業の発展に寄与できる高度な専
門知識や技術の修得、食・農・環境・資源の課題に関する教育および研究を行う実体験型プログラムの他、幅広く深い学習ができる教
育プログラムを提供しています。

　法務研究科では、沖縄という地域がもつ国際的特性と地域的特性を認識し、国際的視野をもちながら、地域の法的ニーズに応え、
ローカルとグローバルな視点を兼ね備えつつ、性の多様性を尊重するグローカルな法曹の養成に努めています。地域の問題に取り組
むため、沖縄企業法務などを開講し、米軍基地法、日米関係など特色ある科目も設置しています。またインターナショナル・ロイヤーを
目指せるよう、アメリカ法、法律基礎英語、アメリカ憲法などを用意し、さらに、LGBTQを含む性の多様性を尊重する法曹を養成するこ
とを目指した科目も設置しています。学生生活のサポートのために、指導教員、就学支援委員制度を導入し、沖縄弁護士会との協力体
制も充実しています。

　鹿児島大学大学院連合農学研究科は、日本の食糧生産基地である九州・沖縄において、農林水産業のさらなる発展を目指し、環境
と調和した安定的食糧生産および技術革新を担う指導者育成を目的にしています。琉球大学、佐賀大学、鹿児島大学が連合し教育研
究体制を整えた博士課程大学院です。温帯から熱帯の資源の生産・利用を中心に、地域・国際農水産学、環境農水産学および先端生命
科学に関する高度な専門的能力と豊かな学職を備えた研究者を育成し、農水産学の進歩および地域の発展に寄与する事を目的とし
ています。また、東アジアにおける農水産学の教育研究の中核となる事を目標に、社会人ならびに海外の留学希望者を積極的に受入
れています。

農学研究科（修士課程）

法務研究科（専門職学位課程）

鹿児島大学大学院連合農学研究科（博士課程後期）

研究科長　井上　章二

研究科長　清水　一成

亜熱帯農学の幅広い分野を網羅した教育プログラムで、社会に貢献する人材を育成

社会の多様化に対応できる人権感覚と国際的視野を持った法曹人を養成

環境と調和し、安定的な食糧生産と技術革新を担う指導者を育成

平成30年度 琉球大学概要16



■西表島のマングローブ林の面積は日本最大 ■分子生命科学研究施設■西原研究施設

大学附属研究施設

熱帯生物圏研究センター

島嶼地域科学研究所
（旧・国際沖縄研究所）

島嶼防災
研究センター

　熱帯生物圏研究センターは、西原研究施設、瀬底研究施設、西表研究施設、分子生命科学研究施設から成り、熱帯・亜熱帯にお
ける生物の多様性やその背景にあるさまざまな生命現象に関する研究を行っています。おもにサンゴ礁生態系の形成や機能の
解明に関する研究、亜熱帯島嶼環境下における生物多様性の現状や形成過程に関する研究、有用生物資源の探索および有効活
用、効率的な生物生産に関する研究などを行っています。また当センターは共同利用・共同研究拠点として、国内外研究者の亜熱
帯における研究活動拠点としても機能しています。

　島嶼地域科学研究所は、沖縄をはじめとする国内外の島嶼
地域を研究対象とし、島嶼としての特性に起因する地域課題
について、人文・社会科学分野を軸とした多分野融合型研究
を展開しています。多くの小島嶼からなる沖縄は、国際性・多
様性・独自性といった島嶼的特性の宝庫です。研究対象や比
較対象に恵まれた、島嶼地域科学のフィールドとしての優位
性を活かして、島々の文化やコミュニティの多様性、海を介し
た島外との関係性、島嶼に適した社会･経済システムに関す
る研究等を軸に多彩な研究に取り組んでいます。また、複数
の研究プロジェクト等を通して国内外の研究者や研究機関と
の共同利用・共同研究を推進するとともに、学術情報データ
ベース等の構築を附属図書館との協働により進めています。
研究成果は出版物や公開シンポジウムなどを通して社会に
公開・還元しています。

　島嶼防災研究センターは、地震、津波、地盤災害（斜面崩
壊、土石流、堰止め湖、シンクホールなど）、台風、洪水等の自
然災害を研究対象とし、奄美大島から与那国島まで多くの
島々で構成される長さ1300㎞に及ぶ広大な南西諸島地域
の総合的な防災研究機関です。当センターはレンタルラボ形
式で、地震・地盤問題を対象とする「地殻工学防災研究所」、
災害を受けた構造物を早急に評価するシステムを開発して
いる「NPO法人グリーンアース」、災害時のコミュニケーショ
ンに特化した研究の「一般社団法人全国自治会活動支援ネッ
ト沖縄支部」など研究室が入居し、本学教員が共同で防災に
関わる研究活動を行えるシステムを導入しています。また、自
然災害に関して平成30年より学生と社会の防災教育を目的
として自然災害再現施設を導入し、一般公開しています。

研究を支える充実した附属研究施設

■西表研究施設

■熱帯生物圏研究センター、各研究施設の配置。沖縄県内各地にまたがる

瀬底研究施設

・西原研究施設
・分子生命科学
　　研究施設

西表研究施設

沖縄本島

西表島

■野外調査潜水■瀬底研究施設

■サンゴ礁は研究課題の宝庫

設

・西原研
・分子生
　　研究

沖縄

センター長　松﨑　吾朗

所長　藤田　陽子 センター長　藍壇　オメル

17



学内共同教育研究施設

附属図書館

17万点あまりの貴重な資料を収蔵
データベース公開で、標本情報の発信も行う

　琉球大学博物館（風樹館）は、学内の研究者が教育や研究活動の一環として、主に琉球
列島で収集した約17万点の標本や資料を収蔵しています。一階にある常設展示室では、
イリオモテヤマネコやヤンバルクイナなどの希少生物の標本をはじめ、首里城関連の考
古資料、伝統工芸資料、農具などの民俗資料を展示しています。また、さまざまな動植物
が観察できる自然学習の場として「学校ビオトープ見本園」を併設しています。2015年
には、全国学校・園庭ビオトープコンクール（主催・日本生態系協会）で日本生態系協会会
長賞を受賞し、特に地域とのパートナーシップの観点で優れていると評価を受けました。
琉球大学では「地域へ開かれた大学」という方針のもとに、大学が生産するさまざまな学
術情報を学外へも広く提供しています。当館では、広く学外の方々にも収蔵資料を活用
していただけるよう、ホームページ上に標本データベースを開設し、標本情報等の発信
を行っています。また、地域への貢献活動として、小学校などへの出前授業や教職員の
研修会なども実施しています。 ■自然系展示室

電子ジャーナルなど幅広い学術情報を整備収集
充実した沖縄資料に県内外の研究者も注目

　附属図書館の蔵書は約100万冊あり、毎年1万冊以上の資料を受入
しています。さらに、学修や研究に必要な情報として、図書と雑誌だけ
でなく、データベースや電子ジャーナルが利用可能です。沖縄関係の
資料が充実しているのが特徴で、本学の学生・教職員だけでなく、県内
外の多くの研究者にも利用されています。
　また、当館は国連寄託図書館とEU情報センターにも指定されてお
り、国際資料の活用にも力を入れています。
所蔵資料は、附属図書館のホームページで検索が可能です。

　研究基盤センターは、機器分析施設、化学物質管理室、環
境安全施設、RI施設、極低温施設からなる学内共同教育研
究施設です。機器分析施設ではさまざまな分析機器５0台以
上と大型プリンターが稼働し、学内外からの依頼分析にも
対応しています。化学物質管理室では化学物質管理システ
ムの運用サポートや安全講習会等の啓蒙活動を、環境安全
施設では実験系廃棄物の管理、全学排水水質検査等を行っ
ています。RI施設は放射性物質を扱う専用の実験施設で、
放射線安全管理を行っています。極低温施設では、液体窒素
（-196℃）及び液体ヘリウム（-269℃）を製造し、凍結保存や
超伝導など幅広く利用されています。

　総合情報処理センターは、学内コンピュータネットワーク
設備を管理運営し、学内の情報処理教育環境と研究環境の
充実を図り、ICT活用のための教育基盤を提供しています。
また、広帯域ネットワークおよび無線LANの管理、ｅ-ラーニ
ング等主要なインターネットアプリケーションとネットワーク
サービスに取り組み、さまざまな情報サービスを提供すると
ともに、学内の学生と教職員にICT活用のための技術的支援
を行っています。また、情報セキュリティ確保のため、2015年
4月13日にISMS認証取得を果たしています。さらに、情報処
理に関する研究ならびに次世代学内コンピュータネットワー
ク構築のための研究開発を行っています。

附属図書館
学内共同教育研究施設

■受賞作を冊子として発行

琉球大学びぶりお文学賞
言語力（読む力・書く力）を向
上させ、想像力や表現力、創造
力が豊かな学生を育成すると
共に、地域社会における文学・
文化活動のリーダーを輩出す
ることを目的に設けられた文学賞です。対象は沖縄県内の
大学生で、受賞作品は冊子として発行、県内外へ広く配布
すると共に、図書館ホームページで公開しています。

研究基盤センター センター長　平井　到

博物館（風樹館） 館長　田場　聡

総合情報処理センター センター長　千住　智信

主な活動

館長　川本　康博
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附属病院

医学部附属病院

高度医療や先進的医療を担い
国際性豊かな医療人を育成する
　医学部附属病院は、「病める人の立場に立った、質の高い
医療を提供するとともに、国際性豊かな医療人を育成する」
を理念として掲げています。
　生命の尊厳を重んじた温かい医療の実践や、地域におけ
る保健・医療・福祉の向上、地域医療への貢献をおこないつ
つ、医学部附属病院の使命として、先端医療技術の開発、応
用、および評価を指針としています。また、沖縄県内唯一の特
定機能病院であることから、高度医療や先進的医療を担い、
日々その使命と役割を果たしています。
　医学部附属病院は、平成19年にはエイズ診療拠点病院
に、平成20年には、都道府県がん診療連携拠点病院として指
定を受けました。続く平成21年には沖縄県肝疾患診療連携
拠点病院に、また平成23年にはへき地医療拠点病院として
指定を受けています。沖縄県における高度医療および地域医
療を担う医療機関として機能するとともに、感染症などの分
野で、東南アジア地域における医療への貢献も期待されてい
ます。また、おきなわクリニカルシミュレーションセンターを
活用した医学教育、再生医療研究センターを活用した脂肪幹
細胞を用いた再生医療、およびロボットを用いた手術・リハビ
リなどの先進医療、などにも取り組んでいます。

■おきなわクリニカルシミュレーションセンター（2012年4月開設）

■再生医療研究センター（2015年6月開設）

院長　藤田　次郎
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教職センター ・ 附属学校
学部附属教育研究施設

学部附属教育研究施設

附属学校教職センター

■教育学部附属小学校 校長　辻　雄二
　教育目標に「一人一人が夢をもち、未来を生きる力のある
子」を揚げています。
21世紀は個性を大事にする時代であることをもとに、一人一
人が将来の目標となる大きな夢をもち、自らの未来を自分の
力で生きることができる子の育成を目指しています。また、基
本的な教育理念をもとに、知・徳・体のバランスのとれた子ど
もの育成をおこなっています。
総定員630人全20クラス

■教育学部附属中学校 校長　里井　洋一
　「よく考え、豊かに感じ、自発的に行動する生徒の人間性を
形成する」を教育目標とし、生徒に生きる力をはぐくむことを
目指しています。学部教員と共同研究を行いながら、創意あ
る教育活動を展開し、物事をよく考え、自ら進んで課題解決に
粘り強く取り組む生徒の育成に努めています。また、教員養成
として教育実習生を受け入れ、学生に対し教育実践者として
の資質を磨かせるほか、地域貢献として研究・実践の成果を広
く公開することで、公立学校等との連携を図っています。
総定員480人全12クラス

■ウコン畑における実習の様子

　教職センターは，本学の各教育組織及び地域の関係教育
研究機関等と連携協力し，子ども理解と実践的指導力の高い
教員養成に資する必要があり，教育学部附属の教育実践総
合センター及び発達支援教育実践センター並びに教員免許
状更新講習実施室を発展的に統合し，平成29年７月に設置い
たしました。
　本センターは，教職課程認定を受けている各学部と連携
し，本学における教員養成体制（教員免許関連科目の提供体
制及び教育実習系科目の運営体制）の調整・充実を図り，ま
た，本学教員の現職教員等への講習・研修や教育支援・教育
相談等が充実したものになるように支援いたします。

【医学部】実験実習機器センター センター長　筒井　正人
　医学研究と医学教育の推進に資するため、医学部の共同
利用施設として、個々の研究室単位では対応出来ない実験
機器の運用と技術支援を行なっています。

動物実験施設 施設長　高山　千利
　医学部及び関連領域の教育・研究に資するため、実験用動
物の飼育管理、動物実験、代替実験及び実験用動物に関する
教育、開発、研究等を行っています。

【農学部】亜熱帯フィールド科学教育研究センター
 センター長　内藤　重之

　亜熱帯フィールド科学教育研究センターは、農学部に隣
接する千原フィールドと沖縄島北部に所在する与那フィール
ドの2つのフィールドを有しており、作物・家畜・森林を通した
フィールド教育や研究を行っています。
　千原フィールドにおいては、作物栽培、施設園芸、畜産など
に関して、与那フィールドでは、森林などに関して、農学部学
生の基礎から応用まで幅広く実践的な教育研究を担います。

【工学部】工作工場 工場長　真壁　朝敏
　工作工場は工学科機械系分野のものづくり教育の拠点で
す。「ものを作る正確さ、早く効率よく安全に作る。」を学ぶ工
作工場です。ものづくりのための講義、材料加工学実習があ
り、高度技術者養成の立場から、幅広いテーマと内容で少人
数の班分けによる実習を実践しています。
　進化する加工技術に対応するマシニングセンタやCNC工
作機械も設置し、それらを制御するプログラミング教育も重
点的に行っています。さらに、工学実験や卒業研究及び大学
院の研究に関わる多種多様な機器や装置の製作を通して教
育研究の支援を行っています。

センター長　福田　英昭

平成30年度 琉球大学概要20



運営推進組織

グローバル教育支援機構

地域連携推進機構

研究推進機構

　グローバル教育支援機構は、本学の教育の目的と理念に
沿って、教育水準の向上とグローバル化を図るとともに、学生
を入学から進路決定まで一貫して支援し、社会に求められる
人材を育成することを目的として、学内共同教育研究施設を
統合し、平成２７年７月１日に設置されました。平成２９年４月１
日には既存の施設である保健管理センターを新たに統合し、
これまでの５部門体制（アドミッション部門、共通教育運営部
門、授業支援部門、国際教育支援部門、キャリア教育支援部
門）から、保健管理部門（保健管理センター）を加えた６部門体
制となり、各部門が連携しながら、より効果的な教育・学生支
援を行うとともに、学生の国際交流のさらなる推進などに取り
組んでいます。

　地域連携推進機構は、地域連携企画室、産学官連携部門、生涯学習推進部門の１室２部門からなり、本学の地域連携、産学官連
携及び生涯学習推進に関わる事業を全学的かつ一体的な観点から戦略的に推進し、地域社会における人材の育成、産業振興に貢
献するとともに、地域連携の諸活動を通して本学における教育研究活動の活性化を図ることを目的としています。また、学内の各
学部・研究科や、大学の機能強化のための全学的組織である研究推進機構、グローバル教育支援機構との協働、そして学外の各
種機関（産業界や行政機関、高等教育機関等）との積極的な連携など、国立大学改革における重点支援の３つの枠組みの中で「地
域貢献型大学」を選択した本学において、「行動するシンクタンク」としての重要な役割を担っています。

　研究推進機構は、基盤的研究ならびに沖縄の地域特性を反
映した特色ある研究の一層の強化を図ることを目的として、平
成27年に設置されました。既存の全学研究所・研究推進組織や
博物館（風樹館）、研究基盤センターなどに加え、部局の枠を超
えた研究プロジェクトの受皿となる戦略的研究プロジェクトセ
ンター、ならびに研究企画室から構成されています。
　戦略的研究プロジェクトセンターは、特色ある研究プロジェ
クトの中核となる研究者が研究に専念できるように支援するこ
とにより、本学の研究水準の向上に貢献することを目的とした
組織です。従来の研究テーマを深化させるとともに、学問分野
や所属部局の枠を越えた、新たな研究領域の開拓にも取り組
みはじめています。

　また研究企画室
は、研究マネジメン
トを行う高度専門職
員であるリサーチ・
アドミニストレーター
（URA）が所属す
る研究推進のため
の組織です。本室で
は、研究活動に関する調査・分析、研究倫理向上に質する支援、
科研費などの競争的資金の獲得支援、研究プロジェクトの企
画・活性化、研究成果の発信、国際的な研究拠点構築支援など
多様な人材を活かす環境整備支援の活動を行っています。

■共通教育運営部門
（大学教育センター）
■授業支援部門
■国際教育支援部門
（国際教育センター）

■キャリア教育支援部門
（キャリア教育センター）
■アドミッション部門

■保健管理部門（保健管理センター）

■ブレインストーミング風景

■沖縄産学官協働人財育成円卓会議 ■「政策立案能力基礎プログラム」での
　グループワーク

■マッチングイベント
　（アグリビジネス創出フェア）

■地域共創型学生プロジェクト（ちゅらプロ）

機構長　渡名喜　庸安

機構長　西田　睦

機構長　須加原　一博
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運営推進組織

ダイバーシティ推進本部

大学評価IRマネジメントセンター

ハラスメント相談支援センター

その他の運営推進組織

広報戦略本部
本部長　花城　梨枝子

国際戦略本部
本部長　大城　肇

企画経営戦略会議
議長　大城　肇

自己点検・評価会議
委員長　牛窪　潔

　本学では、人種・性別・国籍・障がいの有無及び年齢等に関わらず、多様な属性を持った人材が本学の人的資源として活躍できる
ような支援を行う組織として、平成27年4月に「ダイバーシティ推進本部」を設置いたしました。多様性のある大学づくりを積極的に
推進するため、平成27年3月にダイバーシティ推進宣言とともに、ダイバーシティ推進のための5つの基本方針を採択しました。
　また、ダイバーシティ推進本部において、ジェンダー協働推進室（旧：男女共同参画室）を運営主体に、さらなる男女共同参画の
推進を図り、積極的な取組みを実施していきます。

　大学評価IRマネジメントセンターは、教育研究等の改善及び改革に資する活動を推進することを目的として、既存の大学運営
推進組織である大学評価センターとＩＲ推進室を統合し、平成29年4月1日付けで設置されました。主な活動は、本学の自己点検・
評価に関し、ＩＲ（Institutional Research）機能を有効に活用したＰＤＣＡ（Plan･Do･Check･Action）サイクルによる企画及び調
査研究の実施、自己点検・評価の充実及び内部質保証システムの構築、国立大学法人評価委員会が行う業務の実績に関する評価
及び認証評価機関が行う教育研究活動等の第三者評価への対応です。ＩＲ機能を活用した質保証に関する活動はもとより、戦略的
な学内資源の再配分や、重点施策に関する支援の強化にも努めています。

　ハラスメント相談支援センターは、国内の大学機関では珍しい、ハラスメント問題に特化した独立の相談機関です。法律と心理
学を専門とする教員（センター長１名、副センター長２名）の他、専門の相談員（臨床心理士）が３名常駐しています。大学固有の問
題も多いため、各部局の教職員もハラスメント学内相談員を担当しています。

○琉球大学ハラスメント相談支援センター
http://w3.u-ryukyu.ac.jp/harassment/
地域国際学習センター３階３０２号室（放送大学内）
TEL:098-895-8732（内線2982）
Email:harassment@to.jim.u-ryukyu.ac.jp
開室時間:月～金（休日除く）9時～１７時
※相談者のプライバシーは守られます。
※琉球大学では、ハラスメントに関する相談をしたことを理由に、 
　不利益な取り扱いをすることを禁止しています。

センター長　矢野　恵美

センター長　牛窪　潔

本部長　花城　梨枝子
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学士課程教育

URGCC

人文社会学部
法学　政治・国際関係学

哲学・教育学
心理学　社会学

歴史・民俗学　言語学
文学

国際地域創造学部
観光地域デザイン
経営学　経済学
国際言語文化
地域文化科学

教 育 学 部
学校教育

医 学 部
医学
保健学

農 学 部
亜熱帯地域農学

亜熱帯農林環境科学
地域農業工学

亜熱帯生物資源科学

工 学 部
機械工学　エネルギー環境工学

電気システム工学
電子情報通信

社会基盤デザイン　建築学
知能情報

理 学 部
数理科学　物理系

地学系　化学系　生物系

21世紀型市民を育てるURGCC
社会から求められあらゆる場所の架け橋となる人材を創りだす

全ての教育活動が「URGCC」に結びつき
学生を地域と世界の架け橋となるグローバルシティズン
へ育みます。
　琉球大学のすべての教育活動を貫く「URGCC」がめざすのは、学生を沖
縄をはじめとする地域社会と世界の津梁（架け橋）となるグローバルシティ
ズン（21世紀型市民）へ養成することです。
　また「URGCC」には学士や社会人としての質を保証するという側面もあ
り、自律性、社会性、地域・国際性、コミュニケーション・スキル、情報リテラ
シー、問題解決力、専門性という「7つの学習教育目標」を設定しています。
　こうした琉球大学ならではの「URGCC」を受けとめ、時代が求めるグロー
バルシティズン（21世紀型市民）へと成長して欲しいと願います。

「URGCC」7の学習教育目標

自 律 性 学習し行動することができる。

社 会 性
市民として社会の規範やルールを理解し、倫理性
を身に付け、多様な人々と協調・協働して行動で
きる。

地 域 ・ 国 際 性 地域の歴史と自然に学び、世界の平和及び人類と
自然の共生に貢献することができる。

コミュニケーション・
ス キ ル

言語とシンボルを用いてコミュニケーションを行
い、自分の考えや意思を明確に表現することがで
きる。

情 報 リ テ ラ シ ー
幅広い分野の情報や知識を多様なチャンネルから
収集し、適切に理解した上で取捨選択し、活用する
ことができる。

問 題 解 決 力
批判的・論理的に思考するとともに、これまでに獲
得した知識や経験等を総合して問題を解決するこ
とができる。

専 門 性 専攻する学問分野における思考法、スキル、知識等
を体系的に身に付け、活用することができる。

URGCC
University of the RyukyusRR Global Citizen Curriculum
（琉大グローバルシティズン・カリキュラム）

すべての学部で行う
世界を視野に入れた一貫教育
必要とされる人間力を育む

URGCCと共にある大学教育
全学一致して取り組む質の向上
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地域連携事業

■地域の課題解決に取り組む女子学生

　琉球大学では、地域のための大学として、地域連携推進機構を中心に地域と連携し、地域に貢献する様々な取組進めています。
　ここでは、産業界や企業、行政及び地域と連携した取組として、商品開発、人材育成、地方創生及び地域の活性化を推進する取組を
紹介します。
　詳しくは、琉球大学地域連携推進機構のホームページをご覧下さい。http://www.chiiki.lab.u-ryukyu.ac.jp/

　琉球大学では、県内の島嶼部を含む6地域に琉球大学サテラ
イトキャンパスを設置しています。（平成30年4月現在）このキャ
ンパスでは、「サテライト教育システム」を活用した双方向（多方
向）型の教育、対面式の出前講座、また、シンポジウム・フォーラ
ム・ワークショップ等、多様な学習形態による学びの機会の拡充
に努めています。

これまでの主な活動実績
【公開講座】
市民ランナーのためのランニング科学講座／沖縄近現代史事
始め／気になるこどもの理解・子育て・支援／新人養護教論のた
めの実務サポート講習／心理リハビリテイション・ボランティア
養成講座／電子工作教室等

【公開授業】
海洋の科学／天体観測を通し
て学ぶ宇宙／琉球語学入門等

【その他】
琉球大学オープンキャンパス
の配信／シンポジウムの開催
／市民講座等の開催等

①イノベーション創出人材育成事業

　沖縄県内の経済成長、産業高度化・高付加価値化、社会課題
の解決等を促進するため、起業マインド（アントレプレナーシッ
プ）を有する人材を継続的に育成・輩出する仕組みを構築すると
ともに、これらの人材による新たなベンチャービジネスなど、イ
ノベーションの創出を促進していきます。

①琉球大学ブランド商品開発支援事業（平成28年度から実施）

　本学の有する研究シーズ、事業アイデア、ノウハウ、ビジネス
モデル、デザイン等の知的資産を活用した「琉球大学ブランド商
品」の開発を支援しており、これまで４つの商品を開発しました。

地域とともに、豊かな未来社会
～ 地域のための「アクティブ・シンクタンク」

■サテライトキャンパスへの配信講座

１．東西南北をつなぐ
琉球大学サテライトキャンパス

２．地域とともに
　新たなイノベーションを創出

３．多様な人材を育成するための
　プログラムの開発

②産学官金共同研究スタートアップ支援事業
（平成28年度から実施、県内金融機関との共同事業）

　本学の研究シーズと地域・企業のニーズをマッチングし、産学
官の連携を支援することにより、地域振興・地域産業の活性化に
寄与する事業です。毎年12件支援しています。平成28年度に支
援した12件のうち3件については、さらにステップアップし、他の
支援事業獲得や企業との共同研究につながっています。

③知的・産業クラスター支援ネットワーク強化事業
（平成29年度から実施、沖縄県の受託事業）

　地域の課題解決を担うコーディネーターを養成しながら、県
内の１１の高等教育機関が加盟する（一社）大学コンソーシアム
沖縄とも連携を図り、県内における地域が抱える課題（ニーズ）
と大学が持つ資源（シーズ）を調査し、産業界、大学、民間、自治
体との連携により、その課題の解決に取り組んでいます。

④１５の春の解消に向けた、沖縄本島と結んだ高校教育の実証実験
　（平成29年度から実施、与那国町からの受託事業）
　沖縄には、高校が設置されていない離島が多く存在し、１５歳
の中学校卒業と同時に、島を離れることとなります。琉球大学で
はICTを活用した遠隔授業による教育効果と高校のない離島に
おける高校設立の可能性について検証を行っています。

▼琉球大学の泡盛

▲Sun Laver
　（サンラバー）
　（化粧水）

▲琉球大学カレー

▼琉大精油
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　琉球大学では、平成２７年度から文部科学省補助事業のＣＯＣ
＋事業「新たな地域社会を創造する『未来叶い（ミライカナイ）』
プロジェクト」に取組んでおり、地域の地（知）の拠点として、地方
創生を推進しています。
　沖縄県や県内市町村との連携協定を締結し、それに基づき、
地方創生を担う人材の育成に取組んでいます。

①地域を学ぶ科目群を開講

　大学が地域の地（知）の拠点となるためには、学生が地域の
魅力や課題を知ることは非常に重要です。そのため琉球大学で
は、共通教育に「琉大特色・地域創生科目」を設定し、地域を学ぶ
ための科目群を開講しています。

②地域の企業が求める人材を養成

　地元自治体や地域企業が求める地域人材のニーズに応える
ため、企業と連携した寄附講義を開講しており、地域に関心を持
つ多くの学生が受講しています。

をデザインする大学へ
として ～

■社会的インパクト投資基礎概論の講座の様子

■農作業を体験する学生

■海ぶどうの養殖

■フィールドワークin名護

■海洋深層水取水施設

４．地域と共に取り組む地域創生

③地域をフィールドとした実践教育の実施

　通常の授業の他にも、夏期休暇を利用した合宿形式の実習を
離島において実施し、沖縄のもつ島嶼地域の独自性や多様性に
ついて学ぶ機会としています。

④「地域創生副専攻」の開設

　地域についてもっと学びたいという意欲のある学生には「地
域創生副専攻」の履修制度もあります。体系的な学修の機会が
提供され、卒業時には副専攻の修了証が授与されます。

　このようにＣＯＣ＋事業では、地域との連携により地域を学ぶ
ことをとおして、卒業後には地域のリーダーとなれる人材を育成
し、地域への定着、地域での活躍を支援しています。

②目的別プログラムの開発（平成28年度から実施）

　地域づくりを担う人材養成や自治体職員の政策立案の能力を
強化するプログラムを開発し、一般の社会人及び本学の学生に
提供しています。

○社会的インパクト投資基礎概論（H30年度は公開授業を予定）
　沖縄という地域が持つ特性や地域が抱える課題等につ
いて、社会的インパクト投資という新たな課題解決の手法
を学ぶプログラムです。

○クラウドファンディング実践講座（公開講座）
　地域が抱える課題を解決するための新たな資金を調達
する手法「クラウドファンディング」により、商品開発、サービ
ス提供などの事業ブランディングの手法を学ぶプログラム
です。

○政策立案能力基礎プログラム（公開講座）
　沖縄という地域が持つ特性や地域が抱える課題等につ
いて、国や地方公共団体の公共政策と地域社会を理解し、
現場での現状を踏まえた実務経験を政策として形成するこ
とができる手法を学ぶプログラムです。
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国際交流

■国際教育センター

■カケハシ・プロジェクトによる訪米

■日本語授業の様子

異文化への理解を深め、国際的
　本学は、「国際性豊かな特色ある
大学」をめざし、国際的に開かれた
大学として各国から多くの留学生
を受け入れ、交流協定を締結した
大学等へ本学の学生を派遣してい
ます。
　また、本学の国際化だけでなく、
地域の国際化に貢献するため、地
域住民と外国人留学生との交流事
業を実施するとともに、地域企業
での外国人留学生インターンシッ
ププログラム等を実施し、地域社
会における国際理解の促進に取り
組んでいます。

　グローバル教育支援機構国際教育センターでは、主に学生の外国語学修を支援する外
国語ユニットと、主に外国人留学生の本学での学生生活を支援する留学生ユニットの2つの
ユニットが連携し、学生をグローバル人材として育成するための企画・立案及び教育・指導
助言を行うとともに、外国の大学に留学を希望する学生の派遣及び外国人留学生の受入れ
に係る支援を行っています。

短期研修を含む海外留学プログラムの推進

外国人留学生に対する学修や生活支援の充実

　グローバルな視野の涵養のため、本学では外国の大学で専門分野の教育や研究指導を受け
ることができる短期交換留学(派遣)制度による海外留学プログラム以外にも、外国語能力の向
上や異文化理解の深化を図ることを目的とした2週間から1か月間の海外協定大学等での短期
研修プログラム等を実施しています。
　また、沖縄産学官協働人財育成円卓会議が実施する「トビタテ!留学JAPANプロジェクト地域
人材コース」や外務省が実施する対日理解促進交流プログラム「カケハシ・プロジェクト」等を活
用して海外で活動する学生に対して、派遣前オリエンテーションや報告会を開催し、その経験が
より有意義なものとなるよう支援を行っています。

　本学では、外国人留学生が留学生活を安心して過ごせるよう様々な支援を行っています。
　国際教育センターは、本学で学ぶ外国人留学生を対象に、初級から上級まで様々なレベルの
日本語科目や、日本と沖縄の文化や社会のことを学ぶ日本事情科目を開講しています。また、日
本で就職を希望する外国人留学生に対しては、ビジネスマナーが習得できる科目の提供と、専
門のカウンセラーによる個別キャリアカウンセリングによる支援を実施しています。
　そのほか、日本人学生や先輩である外国人留学生が、チューター学生として外国人留学生の
日本語学習や日常生活を個別にサポートする制度や、外国人留学生の異文化環境への適応に対
する支援として、異文化カウンセラーによるカウンセリングを行っています。
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■グローバルフェスティバルでの舞台発表

学生の国際交流を支援する本学独自の制度

視野を身に付ける

　琉球大学では、「国際交流の推進」を基本理念の一つとして、海外の大学等との教育・研究交流を推進しています。現在36か国・
地域の96大学(平成30年3月31日時点)と国際交流協定を締結しています。これらの協定大学のうち79大学と「学生交流協定(覚
書)」を併せて締結しています。その覚書に基づく交換留学制度による学生の相互派遣は、広い視野とグローバルな思考力を育む
様々な取組のなかでも基盤となる事業となっています。

国・地域別留学生数 (平成30年5月1日現在)

ラリア：1名オーストラ

パラオ共和国：2名パラ

ミクロネシア：3名
マーシャル：3名

台湾：22名

名中国：69名
ララオス：6名

タイ：13名13名

アフアフガニスタン
：19：19名

ーダン：1名南スーダン：1名ニジェール：2名

フランス：5名フランス

スペインペイン：4名

スウェスウェーデン：3名

イタリア：2名イタリア：2名
スイス：1名イス：1名

ド：4名ポーランド：4名
ドイツ：2名イツ
オランダ：1名

セセルビア：1名

シリア：1シリア：1名

名韓国：34名

グバングラ
ュデシュ：12名

ミャンマー：1名

アルゼンチン：2名ア

ジル：3名ブラジル

コスタリカ：1名コスタリカ：1

アメリカ：10名

パプアニューギニア：2名パ
ソロモン：1名ソ

フィリピン：3名
ベトナム：7名

インドネシア：23名3名
マレーシア
：5名

スリランカ：4名

インド：2名

ワナ：1名ボツワナ：1名

南アフリカ：２名名
ザンビア：1名ザ

ィンフィンランド：1名

シエラレオネ：3名

セネガル：1名

モーリタリタニア：1名

イラン：４名イラ

ガンダ：1名ウガン

ケニア：1名ケナイジェリア：2名
1名ブルキナファソ：1名

地域社会における国際理解促進のための取組

　本学は、地域に開かれた国際交流を積極的に推進するため、外国人留学生を地域の学校等に派遣
し、地域の児童・生徒と外国人留学生が相互に自国の文化等を紹介する交流事業や、外国人留学生
と日本人学生が協力して、伝統的な舞踊、民族衣装や料理といった出身国の身近な文化を紹介する
イベント(グローバルフェスティバル)等を実施しています。
　また、文部科学省「住環境・就職支援等留学生の受入れ環境充実事業」の一環として、沖縄地域で
就職を希望する外国人留学生に対して、個別キャリアカウンセリングやビジネス日本語教育を実施した後に、短期インターン
シップ生として地域企業に派遣するプログラムを実施しています。この取組は、外国人留学生に対する就職支援策であると同時
に、地域企業の国際化の推進と多様性に寛容な環境の構築を推進するものとなっています。

本学では、より多くの優秀な学生の海外派遣と外国人留学生の受入によるグローバル化の推進を目指し、大学独自の支
援制度を設けて、給付型奨学金等を支給し、学生の国際交流を支援しています。
■琉球大学岸本基金寄附金による人材育成事業
　本学同窓生である岸本正之氏が米国で創設した「琉球大学岸本基金」の運用益寄附金を財源に、グローバル人材育
成のため、交換留学生として派遣する日本人学生等に奨学金と留学準備金を給付します。

■琉球大学QUEST基金(※)による学生の国際交流事業
　本学卒業生の篤志家からの学生の国際交流支援を目的とする寄附金を財源に、短期研修を含め年間100名の琉大
生の海外留学の支援や、交換留学生として受け入れる外国人留学生の支援等を行います。
※QUEST(Quality Education and Support for Tomorrow/未来へ繋がる探求心を育む教育支援)
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キャンパスライフ 学生生活をより豊かに、より実り

保健管理センター

学生相談室 障がい学生支援室

キャリア教育センター

　保健管理センターは、学生および教職員の健康の保持、増進などの
保健管理に関する専門業務を行う施設として1979年に設置されまし
た。主な業務のうち、健康管理の支援として毎年4月に実施する学生定
期健康診断や、学校医による健康相談を行っています。また日常の業
務としては、簡単な投薬治療やケガや病気の応急処置も行います。
　近年はメンタルヘルスケアの充実を図っており、カウンセラーの増
員、カウンセリングルームの拡充などを行うとともに、学業や進路、心身
の健康、人間関係などさまざまな悩みに関して専門のカウンセラーが
対応しています。

　毎日の生活の中から生じた問題や悩みについて、その解決に向けピ
アカウンセラーがお手伝いします。ピアカウンセラーからの助言や忠
告を得るだけでなく、互いに話し合うことで自分の気持ちや考え方を
言葉にして整理し、相談者が自ら問題解決の糸口を見つけていくこと
ができます。

　琉球大学では障がいのある人もない人も同じように教育・研究に専
念できる大学づくりを目指しています。「障がい学生支援室」は障がい
のある人など、学業を修めるにあたって合理的な配慮を希望する人の
ための相談窓口です。講義や実習などで困難を感じたときは、まずは相
談窓口を利用してください。

　キャリア教育センターは、学生自身の卒業後の進路について考え、そ
の目標を達成するための取り組みをバックアップします。
就活アドバイザーによる進路・就職相談、就活実践指導（エントリー　
シートの添削、面接練習）、職業興味検査の実施、各種ガイダンス・セミ
ナー、学内会社説明会の開催、求人情報、県外就職支援事業、教員対策
講座、生協と共催で公務員試験対策講座を行なっています。
　学生の皆さんが充実した就職活動を通して、希望する進路目標を達
成するために積極的に活用してください。
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多く

経済サポート

学生寮 クラブ＆サークル活動

食堂

　誰もが経済的な事情に左右されずに学べるようさまざまな奨学金制
度を設けています。

●琉球大学修学支援基金
　学資金支援事業
　地域の方々や教職員からの寄附によって経済的な理由により修学が
困難な学生へ、返済の必要のない奨学金を給付しています。

●日本学生支援機構奨学金
　日本学生支援機構の奨学金には、第一種（無利子）、第二種（有利子）
及び給付奨学金があります。

●入学料免除制度（要申請）
　入学料の全額または半額が免除されます。

●授業料免除制度（要申請）
　授業料の全額または半額が免除されます。

　国内外の各地から学生や留学生が集まる琉球大学には、異文化交流
や人間的成長を促す学生寮（千原寮）があります。
　様々な人との出会いや共同生活の中で、社会のルールが自然と身に
付き、友人や先輩とのきずなが深まります。

　学内には中央食堂・生協中央店、北食堂の2施設があります。カフェ
テリアスタイルの中央食堂は7時50分にオープンし朝食にも対応して
います。メニューも豊富に揃え、好みに応じてチョイスできます。
　生協中央店ではお弁当、パンなどの軽食の他、文具やパソコン、日用
品も購入できます。

　大学での学びは専門的な知識、技術を修得するばかりでなく、自主的
な活動に励むことによって人間性を回復し、発揚する必要があります。
　クラブ・サークル活動は、課外活動の代表的なもので、本学において
も創立以来その活動は活発に行われています。

全学体育系クラブ・サークル／５６

全学文化系クラブ・サークル／５１

■新混住型棟

■中央食堂
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キャンパスマップ

沖縄自動車道

附属小学校附属小学校

附属中学校附属中学校

文系総合研究棟
法務研究科

文系総合研究棟
法務研究科

放送大学放送大学
地域国際学習センター地域国際学習センター

地域連携推進機構 地域連携企画室・生涯学習推進部門地域連携推進機構 地域連携企画室・生涯学習推進部門
国際教育センター（旧留学生センター）国際教育センター（旧留学生センター）

教職センター教職センター

国際交流会館国際交流会館

モスバーガーモスバーガー

バス停
〈琉大附属病院前〉
バス停
〈琉大附属病院前〉

研究者交流施設研究者交流施設
50周年記念館50周年記念館がじゅまる会館がじゅまる会館

保健学科棟保健学科棟

再生医療研究センター再生医療研究センター
基礎講義実習棟基礎講義実習棟

解剖法医棟解剖法医棟

納骨堂納骨堂

おきなわクリニカル
シミュレーションセンター
おきなわクリニカル
シミュレーションセンター

体育館体育館

基礎研究棟基礎研究棟
RI実験施設棟RI実験施設棟

管理棟管理棟

附属病院附属病院

中央設備機械室中央設備機械室

受水槽受水槽

高エネルギー・
高気圧治療施設棟・
リニアック診療施設棟

高エネルギー・
高気圧治療施設棟・
リニアック診療施設棟

救急災害医療棟救急災害医療棟

総合臨床研修・
教育センター
総合臨床研修・
教育センター

附属動物実験施設棟附属動物実験施設棟

附属図書館医学部分館附属図書館医学部分館

臨床講義棟臨床講義棟臨床研究棟臨床研究棟

圃場圃場

畜産施設畜産施設

環境安全施設環境安全施設

園芸用ガラス室園芸用ガラス室

農学部附属亜熱帯フィールド科学
教育研究センター

農学部附属亜熱帯フィールド科学
教育研究センター

西原口
（南口）

医学部
入口

←至　首里

バス停
〈琉大附属小学校〉
バス停
〈琉大附属小学校〉

附属病院
入口

ウェルカム
プラザ
ウェルカム
プラザ

大学本部棟 大学会館BA
（キャリア教育センター・入試課）（キャリア教育センター・入試課）

共通教育棟C
（グローバル教育支援機構）（グローバル教育支援機構）

大学本部棟大学本部棟

教育学部教育学部
医学部医学部

A

人人

E
I

至 

3
2
9
号
線
↓

↑
至

　宜
野
湾
我
如
古
十
字
路

P

P

P

P

P

P

P

P上原キャンパス

キャンパスマップ
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理学部F

工学部G 農学部H

人文社会学部D
国際地域創造学部D

教育学部E

地域創生総合研究棟地域創生総合研究棟

地域連携推進機構
産学官連携部門
地域連携推進機構
産学官連携部門

産学官連携棟産学官連携棟

千原寮千原寮

４号館４号館

RI施設RI施設

総合情報処理センター総合情報処理センター

理系複合棟理系複合棟
（熱帯生物研究センター・西原研究施設）
（研究基盤センター・機器分析施設）

（熱帯生物研究センター・西原研究施設）
（研究基盤センター・機器分析施設）

保健管理センター保健管理センター

第2体育館第2体育館

生協 北食堂 売店生協 北食堂 売店

極低温施設極低温施設

亜熱帯島嶼科学拠点研究棟亜熱帯島嶼科学拠点研究棟

博物館（風樹館）博物館（風樹館）

千 原 池千 原 池

３号館３号館

２号館２号館
１号館１号館

１号館１号館

2号館2号館
4号館4号館

3号館3号館

生協 中央食堂   売店生協 中央食堂   売店

球陽橋球陽橋

プールプール

第1体育館第1体育館
合宿研修施設合宿研修施設

課外活動共用施設

弓道場弓道場

野球場野球場

相撲場相撲場
400Mトラック400Mトラック

テニスコートテニスコート

附属図書館附属図書館

中城口
（東口）

宜野湾口
（北口）

至　
北中
城→

（研究室企画室・戦略的研究プロジェクトセンター）（研究室企画室・戦略的研究プロジェクトセンター）

バス停
〈琉大東口〉
バス停
〈琉大東口〉

バス停
〈琉大法学部前〉
バス停
〈琉大法学部前〉

サッカー・
ラグビー場
サッカー・
ラグビー場

バス停
〈琉大北口〉
バス停
〈琉大北口〉

熱帯生物圏研究センター熱帯生物圏研究センター
（分子生命科学研究施設）（分子生命科学研究施設）

ローソン

医学部I

理学部理学部

農学部農学部H 工学部工学部

人文社会学部人文社会学部
D

国際地域創造学部国際地域創造学部
D

G

大学会館大学会館
（キャリア教育センター・入試課）（キャリア教育センター・入試課）

B

F

共通教育棟　　　　　　　　　　　　　　　　　　共通教育棟　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（グローバル教育支援機構）（グローバル教育支援機構）

C

P

P

P

P

P

P

P

P

千原キャンパス
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琉球大学へのアクセス

バスターミナル→国際通り（牧志）→バイパス→
真栄原→沖国大前→琉大北口（終点）

経路●琉球バス

番線「琉大北口方面」

バスターミナル→国際通り（牧志）→儀保（首里）→
琉大附属病院→琉大東口→琉大北口（終点）

※各20～40分に1本程度／所要時間：40～50分※1時間に1本程度／所要時間：45分

経路●那覇バス

番線「琉大東口／北口方面」

路線バス

那覇バスターミナルから琉球大学

空港→沖縄自動車道→琉大入口下車
（琉大入口にて下車、琉大北口まで徒歩約4分）

経路●琉球バス

番線
※各20～40分に1本程度／所要時間：40～50分
●琉球バス・沖縄バス・那覇バス・東陽バスの4社が交互運行

番線

高速バス

空港から琉球大学

首里駅琉大快速線

113

111 117 97

98123 152

首里駅前→汀良三丁目→城東小学校前→石嶺二丁目→
棚原→キリスト教短大入口→琉大附属病院前→
琉大附属小学校→琉大法文学部前（琉大北口行きのみ）→
琉大北口（終点）

経路
●那覇バス　モノレール首里駅から琉大北口まで（平日のみ運行）

番線→琉大南口／北口方面モノレール＆タクシー

那覇バスターミナルから琉球大学

94

琉球大学

モノレール
約10分

モノレール
約15分

モノレール
約2分

タクシー
約20分

空港 旭橋 儀保 首里
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琉球大学海外・県外拠点

台北サテライトオフィス ラオスサテライトオフィス

ハワイリエゾンオフィス 東京オフィス

■那覇キャンパス

亜熱帯フィールド科学
教育研究センター
（与那フィールド）

■琉球大学

■宮宮古島キャンパス

■石垣キャンパスス

熱帯生物圏
研究センター
西表研究施設

熱帯生物圏
研究センター
瀬底研究施設

■久米島キャンンパス

■大宜味キャンパス

沖縄県 【緯度】26度13分  【経度】127度41分

北谷町 北中城村

中城村

西原町

与那原町

南城市

浦添市

宜野湾市

那覇市

331

331

北中城IC

南風原北IC

豊見城IC
豊見城・名嘉地IC 南風原IC

西原IC

那覇IC
那覇空港

バスターミナル

モノレール

豊見城市

八

南
風
原
町331

329

329
33058

中城PA

沖縄自動車道
モノレール

琉球大学 千原キャンパス

琉球大学 上原キャンパス

★
★

（医学部・附属病院）

■国頭キャンパス


